
作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

事業名 国立更生援護施設運営事業 担当部局庁 社会・援護局障害保健福祉部

昭和２３年度 担当課室

22年度20年度 21年度

予
算
の
状
況

2,185

計 2,180

当初予算

補正予算 △ 44

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

①総合的ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医療の提供（治療、診断、機能回復・日常生活訓練と退院後の社会生活に関する助言　指導等）
②ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ技術・福祉機器の研究開発（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ技術・支援ｼｽﾃﾑ・支援技術等の開発、大学との研究協力・国際標準化機構への協
力等）
③ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ専門職員の人材養成（5学科の指導的人材養成及び２３の研修会）
④ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝに関する情報の収集及び提供
⑤ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝに関する国際協力（ＷＨＯへの協力、ＪＩＣＡの開発途上国への技術支援への協力等）
⑥障害福祉ｻｰﾋﾞｽの提供（障害者自立支援法基づく各種サービスとその先駆的・試行的取り組み）

事業番号 0576

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

会計区分 一般会計

企画課施設管理室 黒沢正俊

施策名
Ⅳ-７-１　障害者の生活の場、働く場や地域における支援体制を整
備し、障害者の地域における生活を支援するとともに、自殺対策を
推進する

0

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
障害者自立支援法第８３条（施設の設置等）等

関係する計画、
通知等

障害者基本計画（施設サービスの再構築、福祉用具の研究
開発・普及促進と利用支援、専門職種の養成・確保、国際協
力等）

24年度要求

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

23年度

　障害者に対する医療から職業訓練までの一貫した体系の下で総合的なリハビリテーションを提供するとともに、リハビリテー
ション技術の研究開発、リハビリテーション専門職の養成等、その成果を全国に発信、普及することにより、障害者の自立と社会
参加の推進に寄与することを目的とする。

△ 910

実施方法 ■直接実施　　　　　　　□業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

2,038

2,012

2,161

2,094

繰越し等 0

2,224

△ 101

2,152

92

91

2,070

20年度

2,038

執行額 2,035

執行率（％） 93 97 97

2,084 2,153

達成度

21年度

％ － － －

成果指標 22年度
目標値

（２３年度）

 本事業は、平成20年度末、外部有識者により取りま
とめられた「国立更生援護機関の今後のあり方に関
する検討会報告書」の提言に基づき、平成22年度か
ら平成26年度の間に達成すべき業務運営の目標
（「中期目標」）を定め、障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの中核機
関として、障害者の生活機能全体の維持・回復のた
めの先進的な保健・医療や福祉ｻｰﾋﾞｽの提供、ﾘﾊﾋﾞ
ﾘﾃｰｼｮﾝ技術・福祉機器の研究開発、人材育成、国
際協力等、多岐にわたる事業を各部門が一体となっ
て実践・研究を展開しているものであり、特定の効果
や実績を数値で定量的に示すことは困難である。

成果実績 － － － － －

単位

活動実績

（当初見込
み）

人数

　　国立障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰの中期目標によ
り、各部門（自立支援局、病院、研究所、学院等）に
おける運営方針を年度ごとに定め、運営方針に基づ
いた事業を実施しているものであり、特定の効果や
実績を定量的に示すことは困難である。

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

単位

－

20年度 21年度 22年度

－

23年度活動見込

－ －

－ － （ － ） ( － ）

単位当たり
コスト

－ 算出根拠 －

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標

障害者の健康増進・スポーツ支援普及事業　１７百万円

費　目 23年度当初予算 24年度要求 主な増減理由

更生援護庁費 1,171 1,124 盲ろう者向け生活訓練等モデル事業　△５３百万円

職員旅費 24 30

入所者食糧費 156 153

諸謝金 183 190

その他 516 514

委員等旅費 18 25

入所者見学等旅費 2 2

計 2,070 2,038

平
成
2
3
・
2
4
年
度
予
算
内
訳



不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
ではないか。

－

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

点
検
結
果

平成20年度末、外部有識者により取りまとめられた「国立更生援護機関の今後のあり方に関する検討会報告書」の提言に基づき、平成22
年度から平成26年度の間に達成すべき業務運営の目標（「中期目標」）を定め、障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの中核機関として、障害者の生活機
能全体の維持・回復のための先進的な保健・医療や福祉ｻｰﾋﾞｽの提供、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ技術・福祉機器の研究開発、人材育成、国際協力
等、多岐にわたる事業を各部門が一体となって実践・研究を展開している。
予算については、執行状況の把握に努め、随意契約の見直しや、予算積算の見直し等により予算の効率化をはかり、概算要求に反映し
ている。
また、活動実績や成果実績については、外部委員の方々からセンターの事業展開についてご意見、ご指導をいただく「国立障害者リハビ
リテーションセンター運営委員会」を設置し、適切かつ円滑な施設運営に努めている。

随意契約については、予決令第９９条第２号に基づく小
額随意契約である。
盲ろう者協会の契約については、極めて先駆的かつ専
門性の高い事業であったことから本省の公共調達委員
会の議を経て契約相手方の公募を行ったものである。

－ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

－ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○

－ 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

予算監視・効率化チームの所見

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

－ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

－ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

一
部
改
善

本事業の必要性や執行の観点からも概ね妥当であるが、事業内容を精査の上でより効率的な執行が図られるよう見直し、予算要
求に反映すること。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

不用が生じた非常勤職員手当の積算の見直し、研究計画の見直しによる職員旅費の減等により概算要求に反映（△18百万円）

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

－



資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）（単

位：百万円）

厚生労働本省 ２，０９３百万円 

Ａ．（株）ｸﾘｰﾝ工房 

ほか５３件 

４０８百万円 

（業務委託費） 

Ｂ．(福)全国盲ろう者協

会 

ほか２件 

３０百万円 

Ｃ．大栄電気(株) 

ほか２，０６６件 

２３５百万円 

（業務委託費） 

国立障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ ２，０９３百万円 

【直轄】 

【一般競争入札】 【公募】 【随意契約】 

Ｄ．(株)島津製作所 

ほか５０件 

２９０百万円 

（物品購入費） 

【一般競争入札】 

Ｅ．テクノツール(株) 

ほか４件 

１１百万円 

（物品購入費） 

【公募】 

Ｆ．（株）二上 

ほか７，０３２件 

５８２百万円 

（物品購入費） 

【随意契約】 

Ｇ．ワタキューセイモア

(株) 

ほか２件 

５百万円 

【一般競争入札】 

Ｈ．日通商事(株) 

ほか４１件 

１３百万円 

（借料） 

【随意契約】 

Ｉ．その他 

５２０百万円 

（謝金・旅費等） 

 医療から職業訓練まで一貫した総合的リハビリテー

ションの実践を通じ、リハビリテーション技術の研究開

発、専門職員の養成・研修、各種リハビリテーション情

報の全国的発信及び国際協力を行う。また障害者支

援施設として、視覚障害に対する「あはき師」の養成訓

練、頸髄損傷者等の重度の肢体不自由者等に対する

機能訓練、高次脳機能障害者等に対するコミュニケー

ション訓練、日常生活訓練に対する、夜間等における



使　途 金　額
(百万円）

46 借料

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

Ａ.(株)クリーン工房 Ｇ.(株)ワタキューセイモア

マットレスリース一式 3外部委託費 利用者食事提供等業務委託

外部委託費 患者食事提供等業務委託 29

3

使　途 金　額
(百万円）

計

Ｈ.日通商事（株）

75

費　目

Ｂ.（福）全国盲ろう者協会

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計

2

2

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

Ｉ.その他

使　途 金　額
(百万円）

外部委託費 研究所電気設備改修工事一式 2 諸謝金

保険料、自動車維持費、会議費、被服費等
　　支払件数３０５件 16

講師・医師・委員等旅費、職員旅費、利用者見学
等旅費　　支払件数２，７８０件 33旅費

Ｄ.(株)島津製作所

費　目 使　途 金　額
(百万円）

その他

2 非常勤職員
手当

病院、研究所の非常勤職員手当

通信運搬費

物品購入費
無侵襲多チャンネル近赤外線分光法脳
機能計測装置一式代 51

賃金

51 計

Ｅ.テクノツール(株)

計 520

費　目 使　途 金　額
(百万円）

物品購入費
重度肢体不自由者用ロボットアーム一式
代 3

計 3

Ｆ.（株）二上

費　目 使　途 金　額
(百万円）

物品購入費
自家発電機用燃料（灯油）５６キロリット
ルの緊急調達 5

7

事務補助、訓練補助、看護師・看護助手、医療事
務、生活介護等　　支払件数２，５９８件 218

郵便料、メール便、通話料、回線使用料等
　　支払件数３２３件

講師・医師等謝金、委員会委員等謝金
　　支払件数４，３３９件 183

計

サーバー（ＭＬ３５０Ｇ５）外３件賃貸

計 5

借料

63

外部委託費
盲ろう者宿泊型訓練モデル事業業務委
託 25

Ｃ.大栄電気(株)

計 25



支出先上位１０者リスト
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

10 （株）トーヨー

8 エムピージャパン（株）

（株）ミツエーリンクス

-

随意契約耳鼻咽喉科パーテーション設置工事一式 0.9

-

0.9 随意契約 -消防設備落雷修繕工事一式

9 向山装飾（株）

5 ニッタン（株）

7 日本情報システム（株）

6

随意契約 80

随意契約 -

3 （株）伊藤ライニング 管理棟外５棟給水管オゾン水殺菌洗浄工事一式（塩原視力） 1

4 （株）清光社 受水槽及び高置水槽清掃一式 0.9

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

2 梶原電気工業（株） 宿舎棟階段室照明設備省エネ化工事一式（函館視力）

落札率

9

入札者数

781 随意契約

フジテック（株）

1 （福）全国盲ろう者協会 盲ろう者宿泊型訓練モデル事業業務委託 25

エレベーター保守点検業務委託（函館視力）

入札者数 落札率
支　出　額
（百万円）

業　務　概　要

利用者・患者食事提供業務委託 75 2 90

2 （株）日本医療事務センター 2 10025診療報酬請求等事務業務委託

2

磁気共鳴断層撮影システム保守

支　出　先

1 クリーン工房(株)

4 シーメンス旭メディック（株）

3 パソナソーシング（株）

15

94

100

22

19

情報システム関連技術支援業務（派遣） 15 2 83

更生訓練所事務補助等業務委託 80

1

ｆMRI保守料 12 1

74

97

14

1 96

5 アデコ㈱

6 GEヘルスケア・ジャパン㈱

病院医事会計システム保守等7

X線コンピュータ断層撮影装置保守

9 東芝メディカルシステム
ズ㈱

1日本電気㈱

8 ㈱ヘルス 生体磁気計測装置保守 13 1

10 コニカミノルタヘルスケア㈱

4

2

3

5

支　出　先

X線診断装置システム保守 12

（株）トマト 天井走行リフト保守点検一式（伊東重度）

1

4 随意契約

随意契約

業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

2 随意契約 97

随意契約

96

落札率入札者数

95

90

1 91

1 大栄電気㈱ 電気設備改修工事

6

8

7

10

宿舎棟　網戸・サッシ清掃一式 0.9

（株）リィツメディカル 光干渉断層計一式交換契約

51

医薬品単価契約 10

随意契約

入札者数

随意契約サイトリニューアルに向けたアクセスログ解析レポート・コンサルティング一式 0.9

随意契約

0.9平成２２年度学籍管理システム運用管理保守

ハイパートレッドミル修理一式 0.9

99運転適性検査装置一式（別府重度）

100

3

-

-

随意契約

落札率

-

（株）島津製作所1

2 三菱プレシジョン（株）

7 アルフレッサ株 医薬品単価契約 11

99

5 98

2 99

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

86

16 1

無侵襲多チャンネル近赤外線分光法脳機能計測装置一式代 2

100

第一医科（株） 人工内耳セット一式単価契約 12 1

2 96

2

3 （株）サイサン

14

15

4

医療用ガス単価契約

5

5 97

1 98

6 （株）ヘルス 介護浴槽一式 11

8 （株）ヘルス 医療材料単価契約 11

9 （株）メディセオ

10 橋電（株） 研究所用パソコン他４５件一式 9



Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

2 随意契約

100随意契約

ＡＤ変換システム一式 3

4 鈴木医療器（株）

1

3 （株）インテグラル

テクノツール（株）

2 日本ナショナルインスツ
ルメンツ（株）

5 （株）ヘルス エアーベッド用セラミックビーズ２３缶の購入

複合型皮膚性状計測装置一式

1

経穴人像４体外１件 2 随意契約 100

随意契約 100

9

7

8

10

6

100

入札者数 落札率

重度肢体不自由者用ロボットアーム一式 3

100

随意契約

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

随意契約 100

1 （株）二上 自家発電機用燃料（灯油）５６キロリットルの緊急調達 5

入札者数 落札率

随意契約 100

随意契約 99

2 （福）日本ライトハウス

3 彩ネット（株） デスクトップＰＣ１台外９件の購入 2

理療教育用教科書（点字図書等）の購入 2

4 コバテル（株） ＭＲＩ用ファイバーマイクＦＯＲＭＩ一式の購入 2

随意契約 95

5 橋電（株） 自立訓練部用パソコン１０台の購入 2

随意契約 97

随意契約 96

随意契約 96

6 トビー・テクノロジー・ジャ
パン（株）

7 エクセルオブメカトロニク
ス株式会社

タッチパネル押し下げ位置検出機一式の購入 1

視線入力装置マイトビー１台外２件の購入 1

8 福）東京点字出版所 理療教育用教科書（点字図書等）の購入 1

随意契約 97

9 （株）石田文具 ＮＥＣノートパソコン１３台外１件の購入（函館視力） 1

随意契約 100

随意契約 96

入札者数 落札率

10 （株）ヘルス

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

チルトテーブル１台の購入 1

1 ワタキューセイモア（株） マットレスリース一式 3

1 88

2 富士リネンサプライ（株） 寝具の賃貸借 1

1 100

1 97

3 ワタキューセイモア（株）

4

タオル等賃貸借業務一式 1

5

6

7

8

9

入札者数 落札率

10

随意契約 100

支　出　先

1 日通商事（株） サーバー（ＭＬ３５０Ｇ５）外３件賃貸（別府重度） 2

業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

2 日通商事（株） ＯＲＰＨＩＳ　Ｘ７２５０　１台賃貸借（秩父学園） 0.7

随意契約 -

3 （株）トーヨー フロアマット賃貸借一式 0.7

随意契約 -

随意契約 -

随意契約 -

4 横河レンタ・リース（株）

5 日本カルミック（株） サニタイザーＭＫ７等の賃貸借料及び保守一式 0.6

ノートＰＣ４９台等レンタル一式 0.6

6 （株）泉リース 高所作業車（１２ｍスカイマスター）賃貸借一式 0.6

随意契約 -

7 リコージャパン（株） コピー機賃貸借料（別府重度） 0.5

随意契約 -

随意契約 -

随意契約 -

8 （株）ムラヤマ

9 （株）ヒ゛ー・エム・エル 臨床病理検査業務支援端末賃貸借一式 0.4

第３７回国際福祉機器展パッケージブースレンタル一式外８件 0.5

随意契約 -10 ＮＴＴファイナンス（株） 複写機２台賃貸借 0.4


